
Fig. 1., Chromatograms of samples 
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【緒言】炭酸カルシウム(CaCO3)は金属イオンや有機系分散剤などの幅広い吸着材として知られて

いる 1,2)．本研究室では CaCO3がガス吸着材として応用できると考え，N2や H2の吸着実験を行っ

ている．これまでに，CaCO3が微量の H2を吸着出来ることを報告している 3)．吸着量を増加させ

る方法はいくつかあるが，本研究ではイオン半径の異なる原子を置換させ構造に歪みをつくるこ

とで，吸着サイトが増加し吸着量が増加するのではないかと考えた．本報告では，高圧で水素を

吸着させた炭酸塩に水を加えた時，気体中に放出される水素量を水素放出量と定義し，(Ca,Mg)CO3

と CaCO3における水素放出量の違いをガスクロマトグラフィー(GC)によって評価する． 

【実験方法】実験には(Ca,Mg)CO3及び CaCO3(高純度化学製，99.99%)を用いた．まず，試料のガ

ス吸着特性を，窒素吸着法を用いて評価した．試料量を前処理条件 573 K，24 hの脱ガス後に 77 K

で測定を行い，得られた吸着等温線を IUPAC分類により分類

した．更に，細孔評価を行うため BET(Brunauer-Emmett-Teller)

法を用いて比表面積を求めた．水素放出量の評価を行うために

各試料をH2ガス，12 MPaで 1 h保持した．加圧後の試料 3.0 g，

純水 15 mlを混合し 35 ℃，24 h振とうさせた後に，ガスを GC

にて測定した．更にピーク面積の値から水素放出量を求めた． 

【結果と考察】吸着等温線の測定結果から，(Ca, Mg)CO3およ

び CaCO3は IUPAC分類 4)によりⅡ型に分類された．また，各

試料の BET比表面積は，それぞれ 2.4 m2/g，6.3 m2/g3)であった．

Figure 1 に GC測定結果を示す．(Ca,Mg)CO3でより大きい H2

ピークを確認することが出来た．放出水素濃度を計算すると

(Ca,Mg)CO3が 827.3 ppm，CaCO3が 3.8 ppmであった．CaCO3

と比較して(Ca,Mg)CO3の水素放出量が大きいことから，Mgが

含まれることで吸着に影響を与える可能性があることが示唆

された． 
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